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積み木と切断数 

 

 同じ大きさの立方体の木材を貼りつけてできた，図１のＡ～Ｄの積み木があります。Ａを１個，Ｂを１個，

Ｃを４個，Ｄを３個，合計９個の積み木を組み合わせて図２の立方体を作り，●印をつけた頂点を通る平面

で切断してから，バラバラにすると，最も少なくて何個の積み木になっていますか。 

 

   図１                           図２ 
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積み木と切断数 １２個 

 

 大きな立方体は図①のように切断され，段ごとにスライスした図②をかくと，〇印をつけた小立方体が切

断されることがわかります。 

 

   図①          図② 上段      中段      下段 

 

 

 

 

 

 Ｃ，Ｄの積み木は，図③等の向きに切断すると，３個や４個の積み木に分かれますが，図④等の向きに切

断すると，２個の積み木にしか分かれません。 

 

   図③               図④ 

 

 

 

 

Ｃの積み木は４個あるのでＣ１～Ｃ４，Ｄの積み木はＤ１～Ｄ３で表すと，図⑤のように組み合わせると 

Ｃ１，Ｃ２，Ｄ１の３つの積み木がそれぞれ２個に分かれるだけなので，切断によって積み木は 

９＋３＝１２（個）になります。 

 

   図⑤ 上段      中段      下段 
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